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- Déra Kalydy, Deputy Director General,
Hungary Electronic Information Service
National Programme
NHY—-BFERY—ERERTIOISLE
REF=35 - AlrT1K)

~

"EDEZDOREENGIRENICSIMTA
ITHD. EOWileyr HICZNEZRIAL
TLWERSEVWEBVWET, MEEERE
T, ISAT7VRDZ—XICERBILK
ZABDCCIEEETIERVW CIFERLT
WEgh. WileyldEHICHZHREL. A
TeBbDEIRICFEDHF->T<E L

- Evan Simpson, Associate Dean,
Experiential Learning and Academic Engagement,
Northeastern University Library
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	転換契約について
	転換契約とは?
	転換契約とは、すべての学術成果をオープンアクセス（OA）出版に転換するために、研究機関と出版社との間で結ぶ合意のことです。この取り決めにより、図書館利用者がジャーナルの閲覧ができるようになるほか、OA出版を選択した場合の論文出版料金（APC）の出版費用の提供が可能になります。
	転換契約にはさまざまな契約内容がありますが、 特に一般的なものは下記となります

	転換契約は、お客様の機関にとってどんな利点があるのでしょうか?
	転換契約は、機関からのOA出版への意欲を合理化し、それにより科学的影響力および教育機関に対する評価を高めるとともに、教育成果を向上させる世界的な動きです。
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	世界的なOAの成長により図書館が果たす重要な 役割を強調

	論文著者および研究者にとっての利点
	シンプルな出版プロセス、機関がAPCを負担
	論文著者や研究者を対象としたOA教育やワークショップの実施
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	より良いオープンアクセスの未来に向けた協力
	オープンアクセスにより、誰もが査読済みの学術研究に制限なく自由に無料でアクセスでき、利用、再利用することができます。この取り組みにより、研究に特化した機関は世界の学術コミュニティへの影響力を広げることができます。
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	コラボレーション を促進
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	正確な研究成果

	お客様のニーズを考慮して設計されています
	“私たちはWileyと新たに3年間の契約交渉を行いました。投資対効果が非常に高いため、この契約はしばらく続くことになるでしょう。”
	- Sarawoot Watechagit, Director of Library and Knowledge Center, Mahidol University （マヒドル大学 図書館・ナレッジセンター長　サラウット・ワテチャギット氏）

	“柔軟性、ジャーナルの質の高さ、研究者にとっての使いやすいワークフロー、図書館管理者向けのオープンアクセスアカウントダッシュボードなど、複数の決定要因により、Wileyは転換契約における優れたパートナーとなりました。”
	- Dóra Kalydy, Deputy Director General, Hungary Electronic Information Service National Programme （ハンガリー電子情報サービス国家プログラム 副長官 ドーラ・カルィディ氏）

	“より多くの図書館が転換契約に参加すべきであり、ぜひWileyと共にそれを実現していただきたいと思います。物事を発展させ、クライアントのニーズに真摯に応えることは簡単ではないことは理解していますが、Wileyは本当に力を発揮し、私たちのそばに寄り添ってくれました。”
	- Evan Simpson, Associate Dean,  Experiential Learning and Academic Engagement, Northeastern University Library （ノースイースタン大学図書館 体験学習・学術エンゲージメント担当 准学部長 エヴァン・シンプソン氏）
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	このグラフは、2018年から2024年にかけてWileyで出版された引用可能な論文の分布を示しています。割合は、購読モデルと、転換契約の対象となっているゴールド／ハイブリッドOAと、そうでないものとに分けられています。
	出版における公平性の促進  WileyはResearch4Lifeと提携し、低・中所得国の機関からのオープンリサーチを可能にするため、OA購買力 平価パイロットプログラムを開始しました。
	免除と割引については、著者サービスページをご覧ください
	転換契約についての詳細は、弊社担当者までお問い合わせください。Email：inst-sales.japan@wiley.com


